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報告第１号
専決処分の承認を求めることについて	 【承認】
（河内町国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

地方税法施行令等の一部を改正する政令が公布され、平成 30 年４月１日から施行されるこ
とに伴い、専決処分により河内町国民健康保険税条例の一部を改正したので、報告し承認を
求めるもの

報告第２号
専決処分の承認を求めることについて　	 【承認】
（河内町国民健康保険条例の一部を改正する条例）

国民健康保険法施行令の一部を改正する政令が公布され、平成 30 年４月１日から施行され
ることに伴い、専決処分により河内町国民健康保険条例の一部を改正したので、報告し承認
を求めるもの

報告第３号
専決処分の承認を求めることについて　	 【承認】
（平成29年度河内町一般会計補正予算（第７号））

歳入歳出予算の総額に 112,452 千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ 4,523,703 千
円とするもので、地方自治法第 179 条第１項の規定により平成 30 年３月 30 日付けで専決処
分したので、報告し承認を求めるもの

報告第４号
専決処分の承認を求めることについて　	 【承認】
（平成29年度河内町国民健康保険特別会計補正予算（第４号））

歳入歳出予算の総額に 40,000 千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ 1,606,789 千
円とするもので、地方自治法第 179 条第１項の規定により、平成 30 年３月 30 日付けで専決
処分したので、報告し承認を求めるもの

報告第５号
専決処分の承認を求めることについて　	 【承認】
（河内町税条例等の一部を改正する条例）

地方税法の一部を改正する法令等が公布され、平成30年４月１日から施行されることに伴い、
専決処分により河内町税条例等の一部を改正したので、報告し承認を求めるもの

報告第６号 平成29年度河内町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について

かわち学教材作成業務の事業費について、地方自治法施行令第 146 条第２項の規定により、
平成 29 年度河内町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告をするもの

◆ 議案の内容と結果 ◆

　６月７日から６月 14 日までの８日間の会期で開かれた定例会において、 提出された報告８件、
条例改正等４件、補正予算２件、人事案件１件について審議されました。
　その結果についてお知らせします。

平成 30 年

第 ２ 回 河 内 町 議 会 定 例 会
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人
事
案
件

報告第７号 平成29年度河内町下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書の報告について

流域下水道整備事業費について、地方自治法施行令第 146 条第２項の規定により、平成 29
年度下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書の報告をするもの

報告第８号 平成29年度河内町水道事業会計予算繰越の報告について

工事請負費の繰越について、地方公営企業法第 26 条の規定により、平成 29 年度河内町水道
事業会計予算繰越の報告をするもの

議案第１号
河内町土砂等による土地の埋立て、盛土及びたい積の規制に関する条例の	 【可決】
一部を改正する条例

埋立て区域面積の下限値の撤廃と、事業主等の条件及び罰則の見直しを行うため本条例の一
部を改正するもの

議案第２号 平成29年度河内町水道事業会計未処分利益剰余金の処分について	 【可決】

平成 29 年度河内町水道事業会計未処分利益剰余金の処分について、地方公営企業法第 32 条
第２項の規定により議会の議決を求めるもの

議案第３号 平成30年度河内町一般会計補正予算（第１号）　	　	 【可決】

歳入歳出予算の総額に 283,480 千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ 4,628,418 千
円とするもの

議案第４号 平成30年度河内町下水道事業特別会計補正予算（第１号）　		 【可決】

歳入歳出予算の総額に 11,190 千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ 327,860 千円
とするもの

議案第５号 町有財産（旧金江津中学校運動場用地）の無償貸付について	 	【可決】

町有財産（旧金江津中学校運動場用地）を無償貸付することについて、地方自治法（昭和 22
年法律第 67 号）第 96 条第１項第６号の規定に基づき、議会の議決を求めるもの

議案第６号 町有財産（旧金江津小学校）の無償貸付について　	　	 【可決】

町有財産（旧金江津小学校）を無償貸付することについて、地方自治法（昭和 22 年法律第 67 号）
第 96 条第１項第６号の規定に基づき、議会の議決を求めるもの

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任

現
委
員
の

　

 

青 

野
　  

功 

氏

　
　
（
河
内
町
金
江
津
４
１
９
９
番
地
）

が
平
成
30
年
６
月
23
日
で
任
期
満
了
と

な
る
た
め
、
引
き
続
き
同
氏
の
選
任
に

同
意
し
ま
し
た
。
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公
用
車
の
運
用
に
つ
い
て

議
員　

職
員
が
公
用
車
を
使
用
す
る

際
、
事
故
の
対
応
、
指
導
等
は
ど
の
よ

う
に
し
て
い
る
か
。

総
務
課
長　
職
員
が
公
用
車
使
用
時
の
事

故
の
対
応
は
、
事
故
を
起
こ
し
た
職
員
が

事
故
の
発
生
日
時
や
場
所
、
状
況
等
を
自

動
車
事
故
発
生
状
況
報
告
書
に
よ
り
、
総

務
課
を
経
由
し
て
町
長
へ
報
告
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
軽
微
な
事
故
で
あ
っ
て

も
、
必
ず
報
告
す
る
こ
と
を
職
員
へ
指
導

し
て
い
る
。

議
員　

公
用
車
に
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。
ド
ラ
イ

ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
目
が
光
る
こ
と
で
防

犯
カ
メ
ラ
同
様
に
町
の
犯
罪
抑
止
効
果

や
録
画
さ
れ
る
こ
と
で
相
手
、
職
員
の

立
場
を
守
り
、
職
員
の
安
全
運
転
へ
の

意
識
も
高
ま
る
の
で
は
な
い
か
。

総
務
課
長　

現
在
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
を
設
置
し
た
公
用
車
は
な
い
が
、
設

置
す
る
こ
と
で
交
通
事
故
発
生
時
の
ト
ラ

ブ
ル
等
を
防
止
、
走
行
記
録
が
録
画
さ
れ

る
こ
と
で
運
転
す
る
職
員
の
安
全
運
転
意

識
の
向
上
に
も
寄
与
す
る
と
考
え
る
。
公

用
車
へ
の
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
設
置

は
、
今
後
、
新
た
に
導
入
す
る
車
両
等
を

対
象
に
段
階
的
に
行
っ
て
い
く
こ
と
を
検

討
し
て
い
く
。

議
員　

公
用
バ
ス
等
に
、
持
ち
運
び
で

き
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
積
ん
で
は
ど
う
か
。

総
務
課
長　
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
役
場
本
庁
舎
、
学

校
等
の
町
の
公
共
施
設
、
町
内
の
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
に
設
置
し
て
救
急
救

命
時
等
に
備
え
て
お
り
、
現
在
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
再
配
備
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
う

ち
の
１
台
を
公
用
バ
ス
に
搭
載
し
、
救
急

救
命
時
等
に
活
用
し
た
い
。

災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て

議
員　

国
土
交
通
省
が
マ
ン
ホ
ー
ル

ト
イ
レ
普
及
へ
運
用
指
針
案
を
出
し

た
。
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
は
、
仮
設
ト

イ
レ
に
比
べ
て
迅
速
な
組
み
立
て
が
可

能
で
、
下
水
道
管
に
つ
な
が
る
こ
と
か

ら
く
み
取
り
の
必
要
が
な
く
、
段
差
が

な
い
た
め
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
で

も
利
用
し
や
す
い
。
町
民
の
安
全
・
安

心
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
も
避
難
所
へ
の
設
置
を
検
討
し
て
ほ

し
い
。

総
務
課
長　
21
カ
所
の
避
難
場
所
、
避
難

所
が
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
災
害
用
マ
ン

ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
整
備
を
行
っ
て
い
る
避

難
所
等
は
な
く
、
現
時
点
で
具
体
的
な
整

備
計
画
は
な
い
が
、
旧
小
中
学
校
の
校
舎

等
の
再
利
活
用
に
伴
い
、
避
難
場
所
、
避

難
所
の
指
定
の
見
直
し
が
課
題
と
な
っ
て

お
り
、
あ
わ
せ
て
上
下
水
道
課
と
協
議
し

な
が
ら
調
査
検
討
し
て
い
く
。

子
ど
も
議
会
に
つ
い
て

議
員　

子
供
た
ち
が
未
来
や
将
来
に
向

か
っ
て
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
等

を
発
表
、
話
し
合
い
す
る
こ
と
で
、
次

代
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
も
含

め
、
議
会
と
ま
ち
づ
く
り
を
学
ぶ
場
と

な
る
子
ど
も
議
会
を
町
で
も
開
催
し
て

は
ど
う
か
。

教
育
長　
子
ど
も
議
会
の
開
催
実
施
に
向

け
て
、
か
わ
ち
学
園
と
協
議
を
進
め
て
お

り
、
５
年
生
以
上
の
児
童
会
、
生
徒
会
の

子
供
た
ち
を
議
会
議
員
と
し
て
12
月
の
定

例
議
会
開
催
中
に
実
施
予
定
。
ぜ
ひ
傍
聴

人
と
し
て
参
加
し
て
ほ
し
い
。

　
郷
土
資
料
の
「
か
わ
ち
学
」
が
７
月
半

ば
に
完
成
予
定
で
あ
り
、
こ
れ
を
児
童
生

徒
全
員
に
配
り
、
こ
の
夏
休
み
中
に
読
ん

で
も
ら
い
、
そ
の
中
か
ら
質
問
事
項
を
発

見
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
。

一
般
質
問

平
成
30
年
第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
、
４
名
の
議
員
が

町
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
要
旨
を
ま
と
め
た
も

の
で
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

星野 初英
 議員
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児
童
生
徒
の

安
全
確
保
に
つ
い
て

議
員　

現
在
10
台
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を

運
行
し
て
い
る
が
、
か
わ
ち
学
園
の
児

童
生
徒
数
、
そ
の
う
ち
何
名
何
割
が
バ

ス
を
利
用
し
て
い
る
の
か
。
バ
ス
通
学

に
よ
る
子
供
た
ち
の
体
力
低
下
が
危
惧

さ
れ
る
が
、
体
力
向
上
策
と
し
て
学
校

で
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
の
か
。

　

統
合
準
備
委
員
会
で
は
有
料
運
行
に

決
定
し
た
が
、
町
の
決
定
で
開
校
後
２

年
間
の
期
限
つ
き
で
無
料
運
行
と
し
た

経
緯
、
来
年
度
か
ら
有
料
化
が
予
定
さ

れ
て
い
る
バ
ス
利
用
者
と
町
の
負
担
は

ど
れ
く
ら
い
に
な
る
の
か
。

教
育
長
　
現
在
、
か
わ
ち
学
園
の
児
童

３
１
３
名
中
２
４
５
名
の
７
割
８
分
、
生

徒
１
７
９
名
中
57
名
の
３
割
２
分
が
ス

ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用
。
自
力
通
学
の
生
徒

は
徒
歩
１
名
、
自
転
車
通
学
１
２
１
名
。

自
転
車
通
学
の
中
で
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以

上
離
れ
た
距
離
か
ら
通
学
し
て
い
る
生
徒

が
21
名
い
る
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
に
伴

う
体
力
低
下
を
防
ぐ
手
だ
て
と
し
て
、
前

期
課
程
児
童
は
、
休
憩
時
間
等
で
外
遊
び

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
体
育
の
授
業
内
容
を

工
夫
し
、
縄
跳
び
大
会
、
持
久
走
大
会
等

の
行
事
を
実
施
し
て
体
力
の
向
上
を
図
り

た
い
。
後
期
課
程
の
生
徒
は
原
則
、
部
活

動
へ
の
参
加
を
奨
励
し
体
力
を
強
化
で
き

る
よ
う
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
向
上
を
図
っ

て
い
る
。
５
月
か
ら
自
校
給
食
が
ス
タ
ー

ト
し
、
食
育
の
中
で
も
よ
り
栄
養
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
給
食
を
提
供
す
る
こ
と
で
、

心
身
と
も
に
た
く
ま
し
い
児
童
生
徒
を
育

て
た
い
。

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
は
、
こ
れ
ま
で

平
成
24
年
の
源
清
田
小
学
校
、
長
竿
小
学

校
の
統
合
時
に
２
年
間
無
償
で
運
行
し
、

３
年
後
か
ら
１
人
目
２
，
０
０
０
円
、
２

人
目
１
，
０
０
０
円
、
３
人
目
以
降
は
無

料
と
設
定
、
金
江
津
小
学
校
区
も
金
額
を

統
一
し
た
。
か
わ
ち
学
園
の
バ
ス
有
償
化

の
金
額
は
ま
だ
決
定
し
て
い
な
い
が
、
現

在
の
金
額
、
利
用
者
を
も
と
に
計
算
す
る

と
５
５
８
万
円
と
な
り
、
前
期
課
程
の
バ

ス
１
台
分
に
相
当
。
今
後
、
有
償
化
に
つ

い
て
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
保
護
者
説

明
会
を
開
き
、
理
解
を
い
た
だ
け
る
よ
う

な
展
開
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

議
員　

現
在
の
通
学
方
法
や
小
学
生
の

自
転
車
通
学
等
を
禁
止
し
た
経
緯
。
か

わ
ち
学
園
周
辺
以
外
の
通
学
路
に
雑
草

が
生
い
茂
り
、
の
り
面
に
は
シ
ノ
が
鬱

蒼
と
生
い
茂
っ
て
い
る
等
、
通
学
路
と

し
て
不
適
切
な
道
路
が
あ
る
が
、
通
学

路
の
安
全
確
保
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な

対
策
を
講
じ
て
い
く
の
か
。

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
停
留
所
の
設
置
基

準
は
ど
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
の
か
。

雨
の
日
に
雨
宿
り
が
で
き
な
い
停
留
所

も
数
多
く
あ
り
、
安
全
に
バ
ス
を
待

て
る
待
合
室
の
設
置
が
必
要
で
は
な
い

か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長
　
現
在
の
通
学
方

法
は
、
学
校
統
合
準
備
委
員
会
の
保
護
者

地
域
部
会
で
協
議
、
検
討
し
た
も
の
を
全

体
会
で
決
定
。
体
力
面
や
通
学
に
か
か
る

時
間
等
か
ら
小
学
生
は
徒
歩
通
学
２
キ
ロ

以
内
、
中
学
生
は
自
転
車
通
学
５
キ
ロ
以

内
、
そ
れ
を
超
え
る
場
合
バ
ス
通
学
と
し
、

安
全
面
を
考
慮
し
、
自
宅
か
ら
５
０
０

メ
ー
ト
ル
以
内
を
目
安
に
バ
ス
停
を
設
置

す
る
こ
と
で
小
学
生
の
自
転
車
通
学
を
禁

止
と
し
た
。

　
通
学
路
は
遠
回
り
に
な
っ
て
も
安
全
な

道
路
を
通
る
こ
と
を
基
本
に
、
信
号
機
設

置
の
要
望
、
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
や
注
意
喚

起
の
看
板
設
置
な
ど
、
児
童
生
徒
が
安
全

に
通
学
で
き
る
環
境
整
備
を
図
っ
て
き

た
。
通
学
路
の
合
同
点
検
を
学
校
、
警
察
、

工
事
事
務
所
、
役
場
総
務
課
、
都
市
整
備

課
、
教
育
委
員
会
で
毎
年
実
施
し
、
安
全

対
策
に
対
応
で
き
る
体
制
を
と
っ
て
お

り
、
道
路
里
親
活
動
に
よ
る
除
草
作
業
等

は
、
児
童
生
徒
の
安
全
な
通
学
に
寄
与
さ

れ
て
い
る
。

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
停
留
所
は
安
全
に
子

供
た
ち
が
待
機
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る

こ
と
、
乗
り
お
り
の
際
に
一
定
時
間
バ
ス

が
停
車
し
て
い
ら
れ
る
こ
と
を
基
準
に
設

髙橋　稔
議員
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ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
待
合
所
を
設
置
す
る

の
で
は
な
く
、
見
守
り
活
動
の
体
制
づ
く

り
を
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
と
協
議
し
進
め
て
い
き
た

い
。

定
。
現
在
29
カ
所
の
中
で
多
人
数
が
利
用

す
る
停
留
所
も
あ
る
た
め
全
員
が
待
機
で

き
る
待
合
室
を
設
置
す
る
の
は
難
し
く
、

19
カ
所
が
私
有
地
で
あ
る
た
め
、
地
権
者

に
ご
不
便
を
か
け
て
し
ま
う
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
。
各
停
留
所
を
利
用
す
る
子
供
た

ち
の
保
護
者
が
当
番
制
で
行
う
見
守
り
活

動
を
、
か
わ
ち
学
園
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
協
力
し

て
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

議
員　

来
年
度
以
降
も
ス
ク
ー
ル
バ
ス

を
無
料
継
続
運
行
で
き
な
い
か
。

　

保
護
者
の
中
に
は
体
力
向
上
、
健
康

面
の
観
点
か
ら
自
転
車
通
学
を
推
奨
す

る
方
も
お
り
、
通
学
路
が
安
全
に
整
備

さ
れ
て
い
れ
ば
、
自
転
車
通
学
希
望
者

に
は
一
定
の
条
件
の
も
と
で
認
め
て
も

よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　

道
路
の
の
り
面
に
生
い
茂
る
シ
ノ
対

策
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。
雨

風
が
し
の
げ
る
待
合
室
が
あ
る
停
留
所

も
あ
り
、
公
平
を
期
す
よ
う
設
置
す
べ

き
で
は
な
い
か
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
町

に
住
み
続
け
て
も
ら
え
る
安
心
で
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
こ
と
が
肝

要
で
は
な
い
か
。

町
長　
学
校
統
合
ま
で
統
合
準
備
委
員
会

で
、
児
童
生
徒
の
こ
と
を
考
え
て
各
専
門

部
を
も
と
に
議
論
を
し
て
開
校
し
た
。
中

学
生
は
２
年
目
に
な
り
小
学
校
が
４
月
か

ら
一
緒
に
な
っ
て
、
多
く
の
問
題
が
こ
れ

か
ら
も
起
き
て
く
る
だ
ろ
う
が
、
子
供
た

ち
を
健
や
か
に
安
全
に
育
て
て
い
く
た
め

に
、
教
育
厚
生
常
任
委
員
会
を
初
め
、
有

識
者
、
保
護
者
も
含
め
た
諸
問
題
を
テ
ー

マ
ご
と
に
解
決
す
る
委
員
会
を
つ
く
り
、

無
料
化
に
つ
い
て
も
し
っ
か
り
と
議
論

し
、
一
番
い
い
方
法
は
何
か
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長　
自
転
車
通
学
中

の
児
童
が
事
故
に
遭
っ
た
例
は
な
い
が
、

い
ざ
事
故
が
あ
っ
た
場
合
に
は
大
き
な
事

故
に
つ
な
が
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
た

め
、
体
力
低
下
に
つ
な
が
る
懸
念
は
あ
る

が
安
全
面
か
ら
小
学
生
の
自
転
車
通
学
は

例
外
な
く
禁
止
と
す
る
方
針
。

　
関
係
部
署
に
よ
る
合
同
点
検
は
年
１
回

実
施
し
、
シ
ノ
の
生
い
茂
っ
て
い
る
部
分

は
町
か
ら
竜
ケ
崎
工
事
事
務
所
へ
要
望
し

て
い
る
が
、
町
で
作
業
す
る
よ
う
具
体
的

な
協
議
を
進
め
て
い
く
。

職
員
研
修
、
派
遣
に

つ
い
て

議
員　

職
場
に
戻
っ
て
か
ら
指
導
で
き

る
立
場
に
あ
る
幹
部
ク
ラ
ス
の
職
員
研

修
、
派
遣
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

総
務
課
長　
こ
れ
ま
で
主
に
若
手
職
員
の

人
材
育
成
を
目
的
に
他
の
自
治
体
と
保
育

士
や
事
務
職
員
の
派
遣
、
相
互
派
遣
を

行
っ
て
い
た
が
、
現
在
は
実
施
さ
れ
て
い

な
い
。
職
員
の
実
務
研
修
と
し
て
茨
城
県

へ
現
在
の
市
町
村
課
に
主
に
派
遣
。
こ
れ

ま
で
派
遣
に
よ
り
習
得
し
た
専
門
的
な
知

識
や
技
能
は
町
で
の
担
当
業
務
等
で
も
活

用
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
茨
城
租
税
債
権

管
理
機
構
、
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
へ
派
遣
予
定
。
管
理
職
員
対
象
の

人
事
交
流
や
派
遣
は
資
格
基
準
や
人
事
調

篠原 佳治
 議員
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整
等
の
課
題
が
あ
り
、
す
ぐ
に
実
施
す
る

こ
と
は
難
し
い
。
全
職
員
が
さ
ま
ざ
ま
な

行
政
課
題
等
に
柔
軟
に
対
応
し
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
て
い
く
た
め
に

も
、
管
理
職
員
も
対
象
と
し
た
職
員
研
修
、

人
事
交
流
や
派
遣
も
町
長
と
相
談
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
議
員　

町
長
も
事
務
室
へ
行
っ
て
職
員

と
顔
を
合
わ
せ
て
会
話
を
交
わ
す
こ
と

も
内
部
研
修
の
一
つ
で
は
な
い
か
。

町
長　
人
数
も
減
っ
て
い
る
た
め
、
一
人

一
人
の
能
力
が
高
ま
ら
な
い
と
仕
事
は
回

ら
ず
、
足
ら
な
い
と
こ
ろ
は
お
互
い
に
協

力
し
合
い
、
ど
う
し
た
ら
で
き
る
か
、
進

め
て
い
け
る
か
と
い
う
考
え
方
で
対
応
し

て
い
る
。
職
員
の
研
修
で
、
資
質
を
高
め

て
い
く
よ
う
に
す
る
。

副
町
長　
若
い
課
長
の
い
る
中
で
職
員
一

丸
と
な
っ
て
意
識
改
革
を
し
、
階
級
別
の

研
修
、
課
内
協
議
を
し
た
い
。
今
後
も
町

長
を
初
め
総
務
課
長
、
管
理
職
と
相
談
し

な
が
ら
、
よ
り
よ
い
河
内
町
が
で
き
る
よ

う
に
考
え
て
い
き
た
い
。

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の

あ
り
方
に
つ
い
て

議
員　

年
齢
達
成
者
全
員
が
活
動
で
き

る
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
体
制
づ
く
り
を

考
え
て
ほ
し
い
。
２
０
２
５
年
の
超
高

齢
化
を
見
据
え
、
介
護
、
医
療
費
な
ど

の
社
会
保
障
費
の
急
増
が
心
配
さ
れ
る

が
、
何
か
計
画
は
あ
る
の
か
。

福
祉
課
長　
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
平
成
27
年

４
月
よ
り
地
区
、
字
単
位
で
活
動
を
始
め

た
が
、
現
在
、
地
域
に
よ
っ
て
は
後
継
者

の
確
保
が
難
し
く
な
り
問
題
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
理
事
会
に
て
高
齢
者
誰
も
が
参

加
、
活
動
で
き
る
よ
う
に
地
区
の
見
直
し
、

連
携
を
図
り
な
が
ら
柔
軟
な
対
応
が
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
く
。

　
町
で
は
、
高
齢
者
の
方
が
現
在
の
健
康

状
態
を
維
持
、
向
上
す
る
た
め
に
、
脳
と

体
い
き
い
き
教
室
、
転
倒
予
防
教
室
、
訪

問
リ
ハ
ビ
リ
教
室
、
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
教

室
、
元
気
ア
ッ
プ
講
座
、
傾
聴
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
教
室
、
認

知
症
カ
フ
ェ
な
ど
、
参
加
者
が
自
主
的
に

通
え
る
介
護
予
防
事
業
を
行
い
、
昨
年
度

よ
り
町
内
の
老
人
福
祉
施
設
の
協
力
で
認

知
症
予
防
事
業
の
開
催
回
数
を
ふ
や
し
て

い
る
。
高
齢
者
見
守
り
活
動
と
し
て
、
配

食
サ
ー
ビ
ス
や
ヤ
ク
ル
ト
配
達
、
民
生
委

員
の
戸
別
訪
問
活
動
等
、
日
本
郵
便
局
の

龍
ケ
崎
、
河
内
、
金
江
津
、
生
板
郵
便
局
、

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
ジ
ャ
パ
ン
に
協
力
を
い

た
だ
い
て
い
る
。
誰
も
が
健
康
で
あ
る
こ

と
の
す
ば
ら
し
さ
を
再
認
識
し
、
仲
間
内

で
誘
い
合
っ
て
事
業
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
高
齢
者
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
自
立

し
た
日
常
生
活
を
長
く
営
め
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
も
、
今
後
も
時
代
に
沿
っ
た
介

護
予
防
事
業
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

議
員　

隣
同
士
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
つ

な
が
り
を
持
ち
、
お
互
い
心
配
す
る
、

心
配
し
て
も
ら
え
る
と
い
う
助
け
合
い

の
体
制
づ
く
り
の
た
め
に
も
、
誰
も
が

参
加
で
き
る
よ
う
な
体
制
、
事
業
を
つ

く
っ
て
ほ
し
い
。

福
祉
課
長　
ご
自
宅
に
お
伺
い
し
て
お
話

を
聞
い
て
気
持
ち
を
和
ら
げ
る
傾
聴
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
い
う
活
動
が
あ
り
、
周
知
し

な
が
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
図
っ
て

ま
い
り
た
い
。
ま
た
、
民
生
委
員
の
戸
別

訪
問
で
も
把
握
し
な
が
ら
、
み
ん
な
が
参

加
で
き
る
よ
う
な
活
動
サ
ー
ク
ル
を
取
り

入
れ
て
い
き
た
い
。
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で
２
，
２
０
０
万
の
費
用
が
か
か
る
た
め
、

テ
ニ
ス
部
員
の
部
員
数
の
状
況
な
ど
を
見

て
新
設
の
可
否
を
判
断
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
校
舎
内
で
学
習
支
援
や
生
活
支

援
の
先
生
方
の
机
も
配
置
さ
れ
て
い
な

い
と
聞
い
た
が
、
改
善
さ
れ
る
の
か
。

各
学
校
の
記
念
碑
や
資
料
保
存
は
、
ど

の
よ
う
に
す
る
の
か
。

教
育
長　
生
活
支
援
員
、
学
習
支
援
員
等

の
机
、
椅
子
は
で
き
る
だ
け
同
じ
職
員
室

内
に
設
置
で
き
る
よ
う
、
交
代
で
一
つ
の

机
を
共
有
し
て
使
う
こ
と
も
含
め
て
改
善

を
図
る
。

　
記
念
碑
、
絵
画
、
資
料
等
を
全
て
調
べ

て
は
あ
る
が
、
例
え
ば
記
念
碑
等
を
水
と

緑
の
ふ
れ
あ
い
公
園
に
整
備
し
た
場
合
、

６
校
分
で
約
３
０
０
万
円
。
絵
画
等
も
集

め
て
展
示
す
る
場
合
、
移
設
に
約
20
万
円

か
か
る
。
現
在
は
児
童
生
徒
に
関
す
る
貴

重
な
資
料
は
か
わ
ち
学
園
、
学
校
の
沿
革

史
は
教
育
委
員
会
の
資
料
室
に
保
管
し
て

い
る
。
閉
校
し
た
学
校
の
再
利
活
用
の
審

議
委
員
会
の
検
討
次
第
、
で
き
る
だ
け
早

く
き
ち
ん
と
し
た
場
所
に
保
管
、
保
存
で

き
る
よ
う
に
早
急
に
検
討
し
た
い
。

学
校
設
備
の
使
用
と

計
画
に
つ
い
て

議
員　

か
わ
ち
学
園
が
小
中
一
貫
校
と

し
て
４
月
か
ら
開
校
し
、
自
校
給
食
も

５
月
か
ら
始
ま
り
、
先
生
方
の
車
や
給

食
を
つ
く
る
人
の
車
、
納
車
の
車
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
と
た
く
さ
ん
の
車
が
出
入

り
し
、
駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
が
少
な
過
ぎ

る
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
る
。
現
在
、
常

時
何
台
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
何
台

と
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。
今
後
、
体
育

祭
等
の
行
事
が
あ
る
が
、
駐
車
場
の
ス

ペ
ー
ス
を
ふ
や
す
考
え
は
あ
る
の
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長　
統
合
に
よ
る
教

員
の
加
配
措
置
や
自
校
給
食
開
始
に
伴
う

調
理
員
配
置
な
ど
の
要
因
で
駐
車
場
が
不

足
し
て
お
り
、
現
在
、
52
台
分
の
駐
車
ス

ペ
ー
ス
に
来
客
用
２
台
及
び
障
害
者
専
用

駐
車
場
２
台
を
除
く
48
台
を
教
職
員
が
使

用
。
学
校
に
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
で
き

な
い
学
習
支
援
員
、
生
活
支
援
員
、
給
食

調
理
員
等
17
人
分
は
公
園
駐
車
場
を
使

用
。
駐
車
場
の
増
設
は
学
校
北
側
及
び
東

側
の
農
地
を
お
借
り
し
、
20
台
ほ
ど
駐
車

可
能
台
数
を
見
込
み
、
こ
の
農
地
の
作
物

収
穫
後
の
12
月
以
降
に
整
備
予
定
。

議
員　
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
雨
上
が
り
の
後

に
水
た
ま
り
が
で
き
、
南
風
が
吹
く
と

か
な
り
砂
ぼ
こ
り
が
校
舎
内
に
吹
き
つ

け
て
い
る
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
改
修
等
は
、

い
つ
ご
ろ
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長　
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

改
修
工
事
は
、
学
校
の
授
業
や
行
事
に
影

響
が
出
な
い
夏
休
み
中
に
実
施
。
グ
ラ
ウ

ン
ド
全
面
の
約
１
万
４
，
０
０
０
平
米
、

排
水
不
良
箇
所
に
新
た
に
板
状
暗
渠
を
敷

設
し
、
南
側
へ
の
片
流
れ
と
な
っ
て
い
る

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
勾
配
を
、
中
央
部
分
を
頂

点
と
し
て
四
方
へ
勾
配
を
と
り
直
し
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
北
側
に
Ｕ
字
溝
を
新
設
し
、
既

存
雨
水
枡
へ
接
続
す
る
。
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

の
新
設
は
、
旧
長
竿
小
学
校
の
北
側
校
庭

に
設
置
を
想
定
し
た
場
合
、
コ
ー
ト
２
面

役
場
庁
舎
機
能
移
転
に

つ
い
て

議
員　
も
う
50
年
で
非
常
に
老
朽
化
も

す
す
み
、
通
路
が
狭
い
、
会
議
室
が
少

な
い
と
い
う
声
も
た
く
さ
ん
聞
く
。
防

災
拠
点
や
避
難
場
所
、
資
料
館
、
総
合

的
な
新
庁
舎
を
つ
く
る
検
討
委
員
会
を

設
置
し
た
ら
ど
う
か
。

町
長　
町
役
場
は
県
内
で
も
非
常
に
古
い

ほ
う
で
あ
る
。
い
ろ
い
ろ
な
他
庁
舎
の
情

報
も
収
集
し
て
い
る
が
、
現
在
の
よ
う
な

庁
舎
の
形
態
だ
け
で
な
く
、
災
害
時
の
災

害
対
策
本
部
は
も
ち
ろ
ん
防
災
に
も
強

く
、
複
合
的
な
庁
舎
に
し
て
、
住
民
が
今

以
上
に
利
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
総
合
的

に
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
時
期
。

　
こ
れ
か
ら
の
河
内
町
を
見
据
え
、
議
会
、

専
門
家
を
交
え
、
ど
う
い
う
形
が
今
後
の

町
の
将
来
に
必
要
、
ど
う
い
う
形
が
一
番

い
い
の
か
を
協
議
す
る
検
討
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
住
民
の
安
全
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

が
行
き
届
く
も
の
に
資
金
を
投
入
す
る
こ

と
に
は
な
る
が
、
多
く
の
方
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
協
議
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

諸岡 周示
 議員
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第
１
回 

河
内
町
議
会 

臨
時
会

議
員
活
動

　

６
月
13
日
（
水
）、
教
育
厚
生

施
設
（
わ
ー
く
は
ぴ
ね
す
農
園
柏

フ
ァ
ー
ム
、
か
わ
ち
学
園
、
あ
じ

さ
い
福
祉
園
れ
る
び
）
等
の
視
察

を
行
い
ま
し
た
。

「わーくはぴねす農園柏ファーム」において、
事業運営の説明を受けた後、障がい者のみな
さんが就労する農園を視察しました。

「かわち学園」で意見交換をした後、「あじさ
い福祉園れるび」にて事業所内の視察や福祉
サービスの概要説明を受けました。

　

８
月
１
日
に
開
か
れ
た
臨
時
会
に
お
い
て
、
審
議
さ
れ
た
結

果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

報
告
第
１
号　

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
（
平
成
30
年
度
河
内
町
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
（
第
２
号
））	

【
承
認
】

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
１
，
７
６
３
千
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
４
，
６
３
０
，
１
８
１
千

円
と
す
る
も
の

議
案
第
１
号　

町
道
３
０
７
８
号
線	

小
中
一
貫
校
通
学
路
整
備

工
事
（
第
２
工
区
）
請
負
契
約
に
つ
い
て

	
	

【
可
決
】

　

契
約
の
目
的
：
町
道
３
０
７
８
号
線 

小
中
一
貫
校
通
学
路

整
備
工
事
（
第
２
工
区
）

　

契
約
の
方
法
：
一
般
競
争
入
札
に
よ
る
契
約

　

契
約
金
額
：
￥
９
１
，
０
４
４
，
０
０
０
円
（
税
込
み
）

　

契
約
の
相
手
方
：
篠
崎
・
川
村
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
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傍 聴 して

みませんか

議会を

 議会はどなたでも傍聴することができます。
定例会は原則、３月・６月・９月・１２月に開催されます。

詳しくは、議会事務局までお問合せ下さい。
☎ 0297-84-2111　内線 201

この議会だよりは、会議で行われた内容を要約してお知らせしております。詳しくは、町のホームページ

にある河内町議会より会議録をご覧ください。また、議会に関するその他の情報もご覧いただけます。 

URL　http://www.town.ibaraki-kawachi.lg.jp/gikai/index.html 

なお、議会会議録は、公共施設（役場、福祉センター、農村環境改善センター、つつみ会館）にもあり

ますのでご覧ください。 

◆ 議長及び議員の主な動向 ◆ 平成 30 年５月から平成 30 年７月

✿❀✿　５月　✿❀✿
７日 女性議員による意見交換会
９日 成田空港の更なる機能強化に関する説明会

10 日 2 組合合同意見交換会
14 日 かわち丸酒蔵見学・完成披露会
17 日 美浦・河内小学校陸上記録会
18 日 成田空港開港 40 周年記念式典

21 日
県南町村議長会監査
県議長会定例会
河内町商工会総会

22 日 県南町村議長会

23 日 河内町シルバー人材センター理事会
かわちイルミネーション実行委員会

24 日 県町村会決算監査

25 日
河内町シニアクラブ連合会総会
稲敷地方広域市町村圏事務組合臨時会
議会運営委員会

28 日 全国議長会議長・副議長研修会

✿❀✿　６月　✿❀✿
５日 子ども・子育て支援審議会
７日 第２回定例会開会

10 日 河内町手をつなぐ育成会定期総会
13 日 教育厚生施設等視察
14 日 第２回定例会閉会

19 日 茨城空港利用促進等協議会総会
20 日 町民ゴルフ大会
21 日 大子町視察
25 日 かわちイルミネーション実行委員会
27 日 学校給食運営委員会
28 日 龍ケ崎地方衛生組合全員協議会

✿❀✿　７月　✿❀✿
２日 県南町村会定期総会
４日～６日
　　 　稲敷地方広域市町村圏事務組合視察研修
　　 　龍ケ崎地方衛生組合視察研修
９日～ 10 日
　　　 龍ケ崎地方塵芥処理組合視察研修

11 日
河内町文化協会総会
稲敷郡・龍ケ崎市・牛久市・稲敷市社会教育
委員連絡協議会理事会

20 日 稲敷地方航空騒音公害対策協議会定期総会
25 日 街頭キャンペーン

26 日

街頭キャンペーン
竜ケ崎地区防犯協会理事会及び評議員会
稲敷郡・龍ケ崎市・牛久市・稲敷市社会教育
委員連絡協議会総会・研修会

28 日 レインボーシャワーラン 2018
30 日 牛久沼運営協議会


